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七
－、

賞ノV 鴻 閃岩 リ 件 ジ ？ 粗七 ノV喝、
ノ i鵡 不 亜 ヲ現へ プ 成 鉱 旦 表

鑑俺定 鉛雑時ノν 多 )V 五 j探 土『、
石鍍 ノ 鍍 ア一線量鍍百道 ノ、

司、
ヲ J、 犠 ヲ鍍 日 色 ノ 脈賞ノ 1t 、

,. 



法 モ 大 水 7状制｛又 J、 ス~月 jミ 戸及産
セ ノ 理鉛 ヲ スl立 ..－＇，、 該鉛 ’す 一戸 君E フ ジ

リ J、石蹴瀦鉛小 岩金；t ア ジ 野 :::? ま七、．
三自 ／、 ヲ 三／ 4誹gf,~ 品石川 一日 ブ 国 ト ロEロ1 

戸 色古散 プ ヲ ヲ 中 下 約 {? ロ 村 プ 位

~l~ 粗生 在 路 得 ナ ーー 間二位 玉 ;v ....、

l階粒代
つ

ス 出 タ シ レ伊 i匂 J、 JI! モ 約

上ュ石 ノV セ 9 プ ン部七約 ーー 数百
村－ シ J:k :::? ノV ト散 ズ 普 千 百 在 開 分

斗t；ァ ；正叫玉> ト 師云貼朕 ft 貫 分 タ 一日 ノ

内~ f現 ノ ア 石 フ ジ ヲ

、
ネf ／ ノ 現 ジ 五、 司、

｝ ー 治縫 ヲ 及叉明成字鎖四 ーー プ 十

座間質 柘久治 ジ明石十上直 7 

ス イ‘ ジ i儲；議問 ア需rl1 ヲ 二代 ーー ヲ

ノv 』ー タ 石 ／ 十散ノ 釜 ナ 一戸 縮 ト

Z正 年ノV ヨ 西一在海石 9 於 迫 云

ノ 一山 zε リ つ毎 年 セ 一 ト プ ミ／ フ、
＿；降、，J，、 ノ 成一九 JV ニ 輪云採幅鍛

粗約 ナ ノν 里月
寸

ぺ鵠設 ヒ 鍛： 四床司、
粒ニ 9 総竿 ノ グ出司，． セ 明 セ 五 J、

又千大 色久頃 ’守 セ 治 ノV 寸 一

J、才 Jr[ 竪慈 ー タ JV ト 四 毛 一日 部

中 ノ 自 般河 グ イ 角云十 ノ 減肥

粒石村 ノ 昨月 ト 閃 フ 一 ，，、 ス 大
L －、

ニ材出 接 一一 間 ノ 石 年据玉 ジ

ジ ヲ 口 胸数 ーー 昔日 花 一 一川 プ
ノ；＼

ブ 横 ーヨ 芳箇十舟 i~·i 月 尺鏑 l協

白夜産 内所 ーー χ忠良ヲ. ヨ 乃 山 ... :L ／、、、
淡 ーー ス 一ー ーー 斤 小者 リ 宝 ....、 尺

方I( 轍ノV 蹄 塊 ノ 塊、 ク 十三 jし ーー



J、 Jt！）以ノ 戸石 セ 秋 三 石 用 黒

久 ノ 上北久輪郡材 フ 国 戸方正材 ノ

慈 i毎ノ 東諮まま j良 ト JV j路郡岩 ト 言者

PIJ岸外字焼セ訂ジ 下大 J、 ナ 色

開・品大米陶 フ 村 ア ノ 館九 シ ヲ司、
近ノ、 JI! l崎器 JV ノ 和 諸村戸 明星
ノ 砂自 ノ ノ ト 斑著 備及郡治 ジ、
砂鏡村海 原 云 精 るf 山ニノ 四或
：：す, ヲ 附岸料 フ 岩キ ーー 戸山十 J、明、
頁産近ニ J、 質 屯 轍郡地一線

岩ジ ニ産砂 閃司、 ノ 設 爾 ーー 年色

中九 .＞、 ジ粒 犠 J、 セ 際 好 ニ ノ

ーー 戸昏第 ヲ 叉~－ こ－二一 フ 臨ク J、縞

挽那ア 三雑 ーゅ 戸 ν 村霊堂十 ア司、
賦 ーー 砂紀 ，、．． ジ 郡 叉 ニ達月 ノV

ヲ J、 金控 タ プ 島 一産ス ’す ;:€; 

ナ柱 ヲ 岩ノV 後守 部ス JV 7 ノ

γ ラ 採 ヲ 白 者村 ，；，、 JV Zも ーゅ ア

ブ 之取被色 ，，、 ノ 原号現約 、．
産 ヲジ覆ノ 返石、 産 ノ 今 六 装

出稼九ス堅 時英 地 J、採百飾

γ 行戸 キ 装粗 ーー 熔取才石
古セ 君F キ占 飾面 於 解 セ ヲ 材

来 ノV ノ 土 石岩 プ 期 フ 採叉
議クコ 所 ーー 材 質 石 ト ノV 取 J、

リ

九
陸3ト ノJ・ ジ ト 凝 2足 ジ 、 セ装

ト ア井 プ i:/ Jj)氏 焼 7 .:'£: 9 飾

五号 ？ ーー 入？ プ ；弘百u 製多 ノ ト製司、
ジ 琉 三 it玄4、 ．東及 一ー伸 ク ナ 云 品
タ ま白 戸 Pf I 思ニ 供 J、 ク フ ノ

、 、



ノ十資若越皮 金十金 津 七 ア Jν

角三連ク中ョ諜日深 トス 7 屯
句、

j長 米 山 ， . ， ， ノ？園開国 γ 鉱：アノ

ヲ等服丘西岡幅ニ幅 五泉最テ

~ノト陵部百ノ、於 エノニr: ") 
－、

セ山シニヲ三北アノ 第 和 厚 久、
ノV 峯石ジ包十緯之地 三 若 キ 慈

陥葉動グ括七三ヲ質三紀ジモ町

設 中山 海セ 皮十結調）層キノ四
f「

地 ニ六 拭と ニ六了査金中毛却、返

1持強百五地豆皮ジ J、 ヨノ厚ノ

帯ユ五百勢 v 三 タ 佐 j宰？ヲナ滋

ア ~b 十米蹴 JV 十リ藤問視二五岩；、
Y 山四ヲジ地分 技幅出戸尺頁

ア脈米起ア域ヨ 師 ジ郡ニ岩
＼ーノ

色ノ賀フ槍ヲリ 之 f毘金議中

智北諮ノV 峻合同 ヲ 度目スニ
司．． 

潟 ニ山毛ナ有三 指 低一英介
f「、

ノ子六ノラジ十 嘗 ジ村品在、
水午百稀ス加七 ジ 揚質セ

ヲ線ニナジ賀度 七 日 粗 ラ

i民ニ十 Y アノニ 月 及悪ノν、
フ事f六山山北歪 ョ 三ナ、司、

之 v 米 臓 器 部リ リ 戸？褐＼ー，／、、、
ヲア措ノ J、能東 九 那現来

邑約王若多控極 月 野 i時居
智四山キクノ百 ニ 諜共 J、

海十九毛」、南三 豆 村ニ四

地五百ノ高部十 ？ ？品線五

j帯皮ニヲ原及六 五 泉行居

。



メ 花火三 ヵ ノ司ーT、 ヲ 六 麻地見面往帯
種 j~，j 成 ノ フ ヲ 占十岩質ノV 騒々、 、

l々 岩 岩 摺 二ス 不メ 五？佐川 従 E葉山和『． 、
ノ .＞、 .::::. 曲謀整砂 l支片片 ブ ク 崩 セ

接 片 J、
、

ヲ居合岩ニ府b 麻 14平海等ン
、‘・

鵬跡花遺向的及｛頃岩岩？湾岸 ノ 而
鱗岩 i品 νJ、 ニ頁牢l及系 ノ J、地 γ 句、
物 ト 疋•＇まI 9 概被岩 γ 粒第出蹴災ア句、
ヲ 共石 J帯、 覆 ノ 賀妹三入子 ヲ 此
生 ニ英 北 ジ互建石紀 ユ砂悲 i也、
・t 賢粗 東楠唐山灰層乏浅越溝、 司、
9 達面 時物其）眠岩第 ジ ーー ス帯司、 句、 、
石出岩 一由 海上ノ ヨ 四 ジ司三ノ司、
英 ノ 角 南月程 ヲ 基 9 来日 ア原東

粗基閃 北類覆礎成層 刻t J、~、．
面礎石 ーー ま冊 ヒ ヲ 9 及 ニ金ヲ

‘・ 、
岩 ヲ 安 Qt 瑚 凝稿欄火 羽 深 構司、
J、構山 ク 介 友成 子 成 咋市成司．
第成岩 ｛頃殻質ス

、 北岩 以附ス

一 ジ及 斜等岩第来類 南近ノV一 、
紀石輝 J、 ノ類＝ 一．． ーー 一日 高地一
層友石 ーイと最紀走 ジ J、岡盤

ヲ 岩ト安 般石上層 9 プ 砂市 J、

破 ヲ 山 ーー ヲ部 J、 市片 丘 附 今
') 接岩 経理ユ 角 東 麻 ノ fil. f，な
ブ 嫡ノ 慢臓位控五岩 後 ニ 脆

I！員 務 四 一日 ;7.. ジ岩十系 迷 ア諸君
、‘

出質種 ジ ノV 片最皮 J、 セ ') 一・山

ジ セ ア ブ 所 廊下乃正 JV J' γ 

質 三／ ヲ ニ少岩部至片 ヲ 主E ア、



セ 出採床ノ ，、 ナ j態南 ヲ J、 ス 法

フ ノ 取 ヨ 地石 ') 用部星岩ノV 山、
ν 商 ジ ;J ユ Ee而材河ス株 ご号 脈
、 司、

甑！暖 7 磯産岩 ジ料合輝 ヲ ノ ノ

土 一四 都 .A 又；F ニ谷石ナ ..＞、 南、
..＞、 露 Fil ナ ノv ..＞、 石川 一由 安 ジ 多 部

i兵 出 材
, 

石石材石英山 プ ク ~！~ 

二ご蹴 ス 等 ア 1長｝氏 ト ;f:;f 小岩；草分王、、
）暦 JV ヲ 産 粗 11f ジ石蕗 J、 殺 f4平 山

長中花製出面頁ア友句、 出 多 ジ ジ ヲ

ノ i品 ス γ 岩岩ノ、石ア ク 戸 ブ 4長
崎和i岩壬淡 ノ ヲ 凝炭、

1ノ1 岩室玉成

国土 ノ 細問分原反璃 床山髄 ジ司、

幅一 裂工色解料岩瑞 ヲ ヲ 及概
、 、

ジ F憾 又物 ト 才~ fr王 ~構潟 γ 

プ ヲ 稗 J、 中 ジ 尚岩 ジ 成 瑞 プ
、‘

克 充 ス 赤 ーー ブ 岩盤 プ ;:7.. ノ 流
、 、‘ 司、

煉填ノV 掲 ア之角石、 第質後理

克 ス zε 色 ') ヲ 閃 甑 三粗成著
、 崎、

ノ 石 ノ ヲ 1it 焼 石 土 紀粧鍍 γ

製 茨 即 是 岩成宏等 層ニ 物ク

議 J、 チ ジ ノ、 るノ 山 ア 中 ミJ ヲ 護
、 司、

ーー 越是質越璃岩 JV ーー プ 生漣

供中 ナ般中 T器等毛 介青ス ス句、 司、

セ 躍長 ;J 密踊 J、 ヲ執 在色角英司、

ブ 部接ナヨE 欝採 レ ス乃閃地、
JV 一．， 石ノV 附王 l鼠毛 資宝石表

プ J、 毛 抵山 ジ産 遠赤安 ーー司、
採費ノ ノ 一 石 額 山掲出蕗

取遥 J、 河帯放小 ノ 色芳出



ヲ リ ジオミ杵 司王 nu r出向Ii ヲ .－＞、 ノ 九長司、
－~凡>1'",. 高 ノ 北南 チ Jf5 ノ 誌編一皮崎

ケ .A ナ飯竿部野 J、携 ーー 江部 ヨ 闘、
此蓋僅盛島ニ 母瓶｛壬五回 ヲ 9 幅

ノ ジ ーー 岳 J、 至 竿 言 一世 1r奇 幅 包 同

如此三 ヲ JV 島 ス ジ 同調括百 J、

ヨr 地百最般＝ .＞、 ν ア ~M 1をス 三 北、
地方米高 エ従北 J、 一 ト ノ 而 十 粋一
貌 J、乃 ト 海 ヒ 部簡月 ジ 際 ジ皮三司、
ヲ 主 主ス扶次 一由 車 三 ア 之ア ニ十剖『、

墨 』－. 四長ニ第 J、 ーー 月 調 ヲ 南 旦 二

ス集百崎百ニ 海 ジ ーー 査施扱 リ 皮、
ノV 塊五市米 l捷抜ア 日 γ 行浦西三

ーー 岩十四万夷四一 9 タ ス郡彼十

至 fl 米近宝 ジ 百般四 9 ノV 朗1 杵升、
リ 火 一由 及四ア 米 ニ十而 ::r ヲ‘ 話E ヨ

タ 山過失百二乃低伶 ジ ト 五 ノ 9 

ノV 岩 ヨF 上米百 宝 山 日 プ 使島大同

ヱ正 ヨ ・サ 村 ノ 米 六性問本 ナ 列部三、
ノ ~ v 地丘内百ノ 一日 国 ノV 島東十

ナ成 ト 方｜ 凌外米山之 I陥 ヲ ーー 彼三

フ 9 モ J、地ノ ニ岳 ヲ 地以属杵度

こ／ プ 山少 -・ 丘這及結質 プ ス 郡 ーー、 、
同甚勢 ジ ジ i凌ス正了調之 JV 北歪

. 脇 ジ瓶ク ブ ノV 陵 ジ資 ヲ 認－ 高

. ノ ク E〆 地五成 山 地 タ －＇・、 除島来東

北没ア 形百 ν 岳 ナ リ 大 -'T ｜県郡経、．
東蝕除 ヲ 一 ア 日 ノV ノ 松百一 、．
部作 l峻異 十 商 v ト 方地調泊二

J、 用 ナ 一彼 ト
ス

技域査部十一合 、



市 ク傾介石川 本 フ 日英 ナ 島詩書 J、 多

北走 ヨ？ 在墨最閤 シ ス ス群 ト 急良司、 司、
ーー ') 北 ス絹古幅 ノV 葦島 ナ斜岳、 、．
近西東岩雲ノ 地 ジ 香 ニ司 地火、
ク方部暦母岩 J、 キ是焼沿多山

竿 ニ － ー
J、 Jr暦結 ノ、等島 f芋ク ノ、

島 十於 野岩 ニ i日I 其諸制1 ーー ジ部－

ノ 度 ア 母 ヨ ジ片 東島ノ J、 ブ 野
西 乃 J、 竿 9 プ ！＇百l 側 ヲ 島 島 沙 ーー句、
側歪北島成野 第 J、構群 l興滋 γ 

ユニ方 ーー 9 母三 一成島岩少 ブ

プ 十 ー 於続竿紀 ノ セ ノ 研；ナ 討手
ノ 、 皮 傾 Jテ 泥島 暦 開j JV 東甚ク拭、．
西 一・－ 斜 J、片及第 屠第岸タ 岬ニ

方傾ス i毘岩西四 ζユ 』ー日圃晶唱 J、 多 鴻 三

ニ斜 ν タ ト 彼紀 該紀皆ク 一由 百
十ス ト 鈷瓦杵庫 ｝ 嘗層闘j殊富米、
皮西 毛 告し暦北及 ス ノ 産 ーー メ ノ

乃彼概 ジ ジ竿火 ノV 商ヲ 西 ヲ 起司、 、‘
至杵 ジ其極島成 ニ丘 一日 ナ方、時伏

三北 7 南 メ ノ 岩 ノ 傾 ジ ノ ノ ま也

十宇南東 ア大類 ナ ~l 葉外主タ

度 島 北 部 稀 部 ヨ ノV ス西洋要 ') 
、

ーー エ若＝ュ ニ升句、
::r ノV 側面ナ 溝

半於ク 於陽ヲ 1fi乙 ト ノ ノ、 ーー ノV 岸

島 プ ，，、 ブ 起構ノV、，． ヲ 事稿多モ J、 四

ノ J、 i有 J、石成結 生II 寅緩 ジ ノ 蹴

中層北東片 ジ 品 JV ト、 傾 ト ヲ 崖

部向 ニ方岩主片 ーー 相斜ス 長若句、
及 J、 涯ニ ヲ ｝ 申 ＊－玉, 足掛 ヲ 高崎 グ



〒 ' u 一司』 ，＿.，晶

Ill~！ 占火浦 向 ヲ ノ 凝 7 暦埋得セ東

四 式 成上 .＞、 産第 ＊ 西之臓へ，ノv i!l!J 、
近分岩村略ス三質方 一－・ ス ク ヲ 一日、． 司、 、
ーー 解中時東ノV 紀 ーー 二属蓋古示ア

！長 Lジ撤洋画 ヲ 層 シ十 ス シ唐セ ／、
司、

クi プ 撹 村 ニ以 之 j" 度英中川 9 東、
号 変 石 岩 地 ジ 7 エ凝乃府新主第方、
議綿詰E 方 ア 主主麗放歪向統ニ三四

ジ ニ＇ :1覇ニ 北名ス 質三 J、 品砂紀十崎、
集イと岩其 ー．向 夙茂：日十松属岩層 JJt司．． 、
塊 セ 蛇限緩 乙木岩皮島ス頁 J、乃司、
岩 JV 紋誠科頴地凝ユ 地 JV 岩小宝句、
放 エE 岩稿 セ ノ、方政傾方モ 盤底七

ヲ ノ ／、 康 9 Jレ’ ニ岩 t.'t ニ ノ 岩城十司、 旬、
ナ ア 野 ジ第葦ア 等ス於ニ ヨ ニ 皮

セ ヲ 母 四 るノ J、 ヨ JV プ ジ 9 向M、t ー－ 、
J'V 蹄宇 紀最下其 ？ ヲ J、 プ 成出傾

モ 石島 屠新 阻 成 普 不 高 ワ ス耕

ノ 安及 ，，、 統域ノV 通定島茨ノV ジ司、 ‘、
多 山 西 皆 ーー 高 野 ト ナ香層 ニE 一

ク 岩彼 J中風 タ 母 ス ν 焼 ヲ新背司、 旬、 、
角 .＞、 相ド 和ス小竿第 ト 松挟暦斜、
閃 岡北 層 JV ナ 島三毛 島 司、、 古軸

石！協宇 一 モ v i由紀概諾植層ノ

安地 島 属 ノ ト 方新子群物ニ客
五 山 ノ ーー ス ナ 毛及暦北島及匝南

‘・
岩 中小 大 y 楠長ノ、 々 ノ 艮 }Ji］北
J、 部 地 村へ 物 崎 一 東 第 化 ス 一日
矢 l及域 阿I ク 化四般 一時 三石ノV 漣、 、，．
上長 ヲ 西 暦 石 jlf. ユ ジ紀 ヲ ヲ ti" 



a 】』..一
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第 流 、 三J 親セ方詰1 第 ナ ブ 互 ヲ i長
ート ノ ffi｝ク JI! ヲ 約 i泰一ノV 多層石 頭

、‘
二奥ー砕j ノ 第十出背富盛中油 一一
TM~ ーー ノ 西 東ニ町セ綿回 ノ ヨ 1巷 ケ
＼ーノ

方 背砂採ニ 一 リ 判l ノ 瓦 9 出 所、
J、 PIJ:i .. 常 約 斜 ジ此上地見rr i容 ジ ア司、
第百 1'{ ゾ 十 4!1k ア 地 .:::. 内費出ー ヲ、．
五岩砂ア 町上砧ノ、位 ニ生セ ＿，.、 一

回中岩小 渓 ニ質砧ス モ セ ヲ 一 J、
一

3虫 ヨ ーー 渓 流 f立 Ii 質（四）冷 ジ（ニ〉古 一一
敷島 ') ！距流 ノ ス岩貝下泉壬抱ノ 古

1出石月台中 商（六〕小岩蛇 ニ 現 田 市 ノ

f日 ~lb セ 一．角 側窓1 ーー ヨ 田仲今町東東

一ー i審 フ 11-J ！、 ニ Jll 介 リ 守 ヒ J、 ノ 約方

漣 出 JV 出 於ニ在成堂 ブ 理南五 約
組、 ス 、 ス ケ 石セ リ ノ 多投方六 一、も
セ 屯 炉J ノV 柑i ラ第前量 ジ冷町 里司、
JV ノ レ 水ノ ノνFーュ ノ ブ 泉西 宇崎、
毛 ナ 毛 聞協 、 背 J、克明場正 一

ノ 9 塁＝ 中出凝斜水斯カ ノ 安 ノ

ーー （七〉色 ーー セ ＇／：；~ 軸田接ナ傍？準 1事
ジ 苗頁 惨ノV 質上及生 フ 一 ーー 一
ブ f℃岩 出所砂ニ農 ス スぷ主 ア ジ、．
ゴーI: 海 中 ジニ岩位家ノV 叉質 ') ;T 、
南 ノ ーー ー ゲ ヨ ＝入 ノ 所誕 n ア ft 

西 西介 ，、問 ') （五）溝 ア 回 岩 砂 質

二
四



ヲ 粒大 モ 砂屡走下本 Jil 方本 ヲ ーー

挟質 ナ ノ J主千「交 メ日弘 ;J 部地 － ・9 一 地包位

有 一－・ ノV 耳目 ト 油－ ヨ 域合偏域括 ジ
、

セ ジ面チ、 ナ 砂 ノ ;J ノ シ在ハ ジ 北
‘、 、

ク プ 積 是 ヲ 層背列地東 ジ信主主 J、司、
姫 麗 ヲ ナ旦 ヲ耕記 1！（也lj ア越中越

河盤 占 9 ？？ 介 ヲ ス ノ、 ーー 北ノ 央後

原岩 ム（ニ）砂在形 ν 第号堂々 国 ーー 闘司、
；ノ 一一 本砂岩 ジ成........ニ源東境富新

南移層岩ノ 又 ジ（ー）紀ス ヨ ヲ 倉 井、
方 化 ノ J、 藩安商黒屠 y ヲ 合地町

ニ ス 中 黒唐山 J、色及毛 南 方ム ヨ

1：据え部色 ヲ 岩斑頁安 ノ ＇~ ヲ ノ 9 

起上 J、瓦交及尾岩山 －＞、 西以産 南

ス部灰岩 へ 集 出 J、 岩悉 ーー プ i由 d，、

ノV J、 色 ノ 終塊附本 ヨ グ走地地 f言
I 高 常 ユ 南 ーー 岩近地 9 9 勢 ア 健、
所ニ ジ側 砂 ノ ニ域成濃其和 9 園

出 凝 ア ーー 岩岩於ノ JV Jll 西除 中自
、‘・

塊政資沿ニ 床；F 中第 ーー ニ峻 原

ノ、質岩 ヒ 誰 ヲ 火央三入於ナ 騨

l 本ニ 質ア移挟山部紀ノV ケ 9 及旬、
l 層 ジ ナ臨ス メ 噴 ヲ 屠 ノV 分 飯

‘、
ノ プ JV 北摘 ヲ 出北 ヲ 諾水 山、

二五

頁数毛 ーー 山上物東類 渓 嶺 町

岩枚上延四部ノ ヨ 別 流 J、 ーー

質 ノ 下 ヒ 近 ニ下 ヲ ジ J、域 至
ノ 石部頗 ーー 至 ニ南 Jテ 子息 内 ノV

部長 J、 ノν 見 レ浪商之 ブ ノ 地
分層粗嵐： y J、 ジ ーー ヲ 関東 域喝、



~~ノV ア 火 メ 細通背火 ナ 北至頁 ヨ

一 }l JV 出 殊別 ノ 斜 山 モJ 方 JV 岩 ヲ一 司、
組如 安 群 ーー ス 安軸岩ア 中 －マ 盤成

膳 ジ 出 ヨ 域 y 出 一戸 ーー 号量 ノ ブ 岩 Lノ

＿，，、 完叫：｝ ヲ 内 ::r 岩沿 J、 遠宮狭 ノ ノV

一 ノ PJ~ ノ ト ア ヒ 安 セ ヨ 帯瓦 毛

般 大 出 南安I~ リ 諜山 リ リ ヲ 層 ノ司、
ーー ジ 部 シ 集層岩 下 ナ 』、 一由、
ヰヒ 塊 開 ーー 第 塊 間及 濁 ジ域 シ「

J、， ヲ 川多三熔 ーー 火 Jll 7 内 プ

東 革ti ユ、ク 紀岩挟山 ヲ 露 ノ 常

ヨ -€. 、 沿藁暦 ア ’守 泥 経由西北、
リ ジ ヒ 正 ＿.... 玉l ヲ ヲ ？ 流 南 セ 建方句、
南 タ プ 質被叉 ブ ア 方 ') － ー 西、
々 JI〆 流亦 J、、 集長 9 ，，、 本下僚司、 司、
西 毛 下ーノV 塊海岩 猿 居 濁 中

一 ノ セ 様安凝 ヨ 床 橋中川 ノ

走 ナ JV ナ 山 * 
') ヲ 一一 宇一 ヨ ポ止~

？ リ 毛 フ 岩岩檎 ナ 至 ／、 ヲ － ー司、
一 而 ノ Jえ J、 ア 本 セ JV E霊長歪一 、

一 ジ ナ 火 1媛 9 地ノV ・守 石 津 ；v一
ノ ブ ノV 山 JV プ 方安 ア炭原 ’守

背 ;ff; ""'- 泥康互 ーー 山 連 ヲ ヲ プ

~l 噴 グ 流大 ーー lL 岩 鰻介経連『、 、
及 出 火 J、 ナ 相 ') J、 手ノ 在大豆

向 d，、 山 恐ノV 錯 Jテ 黒 頗 ス 鹿 セ

斜 洪 2足 ラ面雑蕗色 JV （四〉ノ "') 

ヲ 杭ー ノ ク 積 γ 出 Ji 厚畿南（ニ〉

f宇 期 角 妙、 ヲ 之 ジ岩 居岩 東 砂司．
ν ナ 稜高占 ヲ 普 ノ ヲー J、 ーー 岩喝、

ニムハ



民＿，，云主t .:=. 械 ミJ 探 ヲ ') v ユ（ー〉石小 9 、
葦盤旋盤 園磁（二〉目 採越 i由 課 ト

同岩色井時 下出越下 油後産 ヨ 難

村 J、砂ヲ 水セ後僅 セ 園地 ') エ正

上下質以州 内 9 園 ーー フ 中川平主

樽部頁ア ノ 書店 ト 中数 v 顎総丸要、
本 ヲ 岩試産 富云頚桐 一城ア 及ナ
ノ 占 ト 掘油 倉 フ城ノ 時郡中長 JV

南 J.,. ノ セ i也 地長主E油 ..＞、 寺央津毛、
東地問 JV ト 方油水井 硝野背 ヲ ノ

ユ屠ユ 毛 ジ ノ 暦 原 残 盛村斜過 J、
J、ノ 費 ノ ア 中川村存 大所軸 キ域

安傾蓮 ア 有 谷黒小 ジ ナ清ノ 市内司、
出斜セ 9 名 中色探少 ノV 水附方ノ

岩 J、 JV ジ ナ 野頁沼許 τ2 及；丘韓中司、
ノ 頗 頁 モ 9 調 岩 傍 ノ ト 久 ユ本央

裂 JV 岩夫 ジ 地中 ーー喝、 出 ア 々 散ニ ーー

鰭念砂敗 毛 等ユ J、 i由 9 野；（£至於

ヨ ーー． ヌはヨ~ 一宇 近 ニ介ー ア ジ i也ス JV ケ司、
9 ジ及 了来 J、 在ニノV 屯方之マノV

水 7 盤 ν 金主Fセ ノ ノ 近 J、 ヲ プ 背

ト 北 岩 ') ク プ ノV 庭 、、、 来 明北二糾司、 、看
共五ノ 合廃多溝井地 J、治方里 ーー

ニ十互油棄 数 キ ア質 殆 十 ヨ飴 ジ

二七

石度｝膏居 セ ノ 砂 ヲ J、 ンー→ 9 ーー プ

泊以 ーー ♂3・、 フ 油層タ 黒 ト 年列瓦貫

陸 上 ジ毘 L〆
句、 井ナ多色 l長頃皐 レ軸

出 ナ プ 色偶 ヲ ') 少頁 葉 ヨ ス ソ ／、

.A 9 司、 一頁 々 開（三）石岩 セ 9 L〆 ~t 
里（四）般岩 機 掘 信 油 ナ フ 蹴ノ、 方



瓦女菅 ジ塊 J、渓女ニ ノ 選タ ーー 人
つ

躍脚 ケ 9 賦女谷語1j1 ジ 主也 弁l レ J、 堰

ニ居谷 ソ ヲ 語申 ノ ｝昔ア 域相 ト 石 ヲ司、
ジ ノ 層ナ ナ男 奥 _,, i;!~ ヲ 良 毛油設

プ 上 J、 ょ、 ジ市中 ヨ 主務包 油 皆 安 ケ

各ニ ヰ目 ーー 主ノ 9 ーー 期括 田夫 tlJ ア

暦整良 ニL 毛 雨 見 時 ノ ジ 敗芳之
4、

ノ 合 i由 7 成 山紳決磁？毎 ノ、 ーー ノ ヲ、
厚均 田 よ‘ 層 ヲ 女色暦抜北 了裂扱

L 

サ ーー ノ
、

ノ ナ紳 ノ 之七 方 ν 鰭取
1＼托

J、 累 採 立 扶 ジ地頁 ヲ十大 ？ ヨ ジ

五 重 油 貝 ヲ 峯方岩被米 ヲ1: ヲ 旬一
..I... 

て地長示頭 ーー ヨ 覆乃川 i審 日r、
寸岩タ 螺 ヲrJi II 9 セ 至 ヨ 出三

、
ヨ 石ノV 珊 ス［凌 ソ 成 9 百 ？ ス ヂト司、 、 崎、
リ J、 菅瑚又上 ブ 9 第米商 ＃内司、

三時ケ 有 頁 ーー 露石三内 方 プ 外

尺 1J( 谷孔岩突 出友紀外御 此 ヲ

内色方最中起 シ岩層ノ 市I 返得

外頁面等所 ジ 一及 ヲ 牽 崎 傍 ノV

ナ岩ニ ノ 々 奇 ノ 硯類地 よ也 ーー ト

9 及 接 イ 七 ニ 1担背砂別 ナ 方 - :z;;: 、

本帯遥石大 ヲ 斜岩ニえ ') － ー
一 フ一司、

唐青セ ヲ 塊墨 ヲ ヲ v :J:也 至 ノ（五〉

J、色ノV 合 ヲ セ 形介 J、 質 v 油同

菅砂毛 有 ナ ヲ 成在 J、 ;i〆 井古司、

ケ岩 ノ ス ジ主主ス 三／ 第泊 ヲ 間司、
谷ノ 一日 ブ 特 石海 一 海 開村一
ユ 同 ,,,. 散徴 J}t 老 事己 一 掘柴

於等ア 在 J、岩江 層帯 ジ 棒

ニ
八



石町急第等 一由 頁成相萩ー岸 ヲ ブ

油ノ 背三五其岩ノV 連関寸ー相北

J、南鶴紀暦 西 及 続蟻 乃 帯 良 東

越端 ヲ 累 ーー 議砂 ス 岩 至 ノ 頁 ヨ

後 ヨ 作層 ジ －－支U玉J ノV 層三地岩 9 

地 ヲ 9 』、 ブ 露ノ モ J・r、 四 ニ 唐 南

方相自整 t下白互 ノ 萩寸庚 J、 西

＝良湖然部ス唐 ナ 間 ノ ク北 ーー

於ノ 地 ト 一由 v J、 フ Jll 灰厳 J、走

グ西方 シ’ J、 ト 本 ン流色桁 ｝II v 司、
JV 方＝ プ 盤 モ地 盤域細只 ！時 JV

ft ーー 毛 北岩借方 岩及粒ノV 町背

如連亦東 ヲ 商ニ .＞、 勝 質 毛 rr首都

グ豆之 ヨ 介方於 厚俣砂ノ 近 ヲ

背セ ト ') 1王 ーー ケ ナ }II 岩ニ ヨ 作

斜ノV 併南 セ 庚 JV 二流 ヲ ジ ヲ ヲ

軸ー走西 ？ グ 最 三域介ア相主主

ト 傑セ ーー 政上 百ノ 在主良背

密ノ ノV 走 稲部 米雨 セ ニ町斜

接緩ー ') Jζ ノ ニ所 ヲ 時ヲ 申由、 、
ノ 慢小女 岩地 達 ーー 1ffe. 経ノ

開 ナ背紳 石層 ジ露 色；テ 附

係ノV 斜及 J、 ーー 主白 頁 白 近

ヲ 向 ヲ 官~－ 砂 ジ ーー ス 岩沼 ーー

二九

宥斜認ケ ；旨… プー T探 L〆 ヨ 地石
ス ア ム 谷 及域 砂 ト , 方油、

ソ 業ニ 頁内
『．． 

疋uヨzj モ 成ュ ヲ

而他於 岩ニ 磯恐 ') 五臨
ジ ｝I[ プ ノ J、 ヨ

句、
フ 中 '] 胎

プ 1！奇 J、 間僅 ヲ ク ユ泊セ



山生多 プ )L 上 主担1 油 調 百 ノ ヰミ、
最賞良調少1・1 j毘 一層 ア 査 玉 、、、 匝
J、 時岳査火 度 尺 J、 ソ ニ十ナ域、
殆ノ 火 セ 山 立 一日 前而 ヨ 米 9 内、
ト 地出 ノV 調 .A ジ連 三J ν ノ 該 一日
一形 ρ 温査 /V プ ノ ブ J、面 採 J、

ノ ＿，.、 飯 泉 ヲ 三如昨手蹟油所

囲破 ーー 岳 J、会以 lミク 明 掘 ヲ 地々

線壊久ノ 佐） ア ヲ 菅 治 井 占』、
ーー

上セジ北藤九菅 超 ケ 四百 ム菅石、

エ ラクニ技升lケ ::L 谷 十三油ケ i由
横レ其野師 谷 ノV 暦ー十井谷メ

4活 Ill寺ノ火方 毛 ニ年六 ノ ヨ 露

ν ャ勤セ撚山商 ノ 属中坑多 ') 頭

;v 主主ヲノV 任調 J、
、

稀 ス ノ 機ク 時 ア

経外中多 ニ査 機 ナ JV 綿械 J、 グ v 

ケ部止良 ジ 械 ソ 砂産井手谷 ト、
岳ノ ジ岳ア 盤且 岩額 七掘 新モ／白、、 司、
千構随火本 井 ツ ニ J、坑井田 日

0 造 ブ 山均三 ヲ 地 ジニニ ア ーー ニ下

七 ヲ ~ ノ 度 ナ 居ア 千 ジ豆採

十了石調 ーー ス ノ 其入ア ブ リ 油

五失日 ノ 査於 ーー 傾厚百一明長 セ

米ス 崩 ヲ プ 趨斜サ九 日 治 サ ノV
」J

多 ノv 壊結ノ、 セ J、 普十九四約 J、
良 工2 ト 了 同tj ス六遁入石十千菅

。
岳 ト 共セ 年 七五石六 一 百 ケ
f町、
九 難 ーー ') 度 十六ナ斗年米谷司、
百 γ 其 ーー 度寸 リ ノ 末幅地、 、、
入業成 於 以乃合産 ノ 約方



j事 成縁側出 ーー ノV 異ニ 多 ノ 間十

太 ν 出火 J、 角 二ξ ナ ア 良窪 J、 一一
内 .＞、 山角関 ノ レノV 岳地｜唆米

出t 紫 ノ 閃石 、
＼恒ノ

リ ヲ 火 J、嶺五

決
＼ノ

蘇揚石支如武飯山 Mil ヲ 家

回 輝峯安山 シ留盛ニ チ以原司、 句、
中 石郡山岩多路山 ，，，、 奮ア岳

央て二
、 f「

安岳岩 ヲ 良山西九火相千司、
部 ）

山港 ヨ 噴岳 ト ニ｛困 口 語 五

地樺 岩 目 タ 出 火 稿 ア ノ ニ絡十

質太 ヨ 山成 セ 山 ジ JV 側． γ ジ七、、

調 内 ヲ 及 9 9 ノ、皆 ヲ 火ア往米
‘、 句、 司、

'--" 

杏一 淵 飯武経火皆同郡山 ;ti；：時鳥

雄官i ケ 口初心舟 ア西 ノ 甲
、炭

、． f「

山路岳壁玄航法 9 壁火約

製回
r『、 、
東山及 ヲ 武及目 4 北 J、 日入

鎖中 部川 品構岩放山 明9 破壁百

所央
、』J ‘、
鉢角 甲成 ヲ 射鉢 ア L〆 ナ四、

ノ 部 容閃 J、 .A ヨk 航窓ノV ア JV 十

鴎 地 山石紫 JV ア ノ 1.1-! ヲ 君E ::r 米司、 ＇－ノ

託 質 及安蘇岩紫弱飯津川 ， ' 
ユ調 飯山輝石蘇総盛土 ノ ヲ 四

ヨ査 盛岩石 中輝 一一 出 Hr火示佃
司・ ‘、 ／｛、 、

9 山 ヨ 安 多 石 沿 東 ニ 口 セ ノ

大 』、 ヲ 由良安 フ ニ議湖、 ？ 峯
‘、 司、

築 玄海、岩罷山ア ア 出 ヲ 而頭

技 武土 ヨ 及岩噴ノド及ナ ジ 一国尚

白Ii 岩識 9 五 ヲ起毛 1易ス ア分句、
之 ヨ 及成家最 ジ ノ 峯 中 ν 

司、． 晴、
ヲ ヲ 三 ）V 原俊タ ト 東 央其司、



ジ路ート 内所 ト 本於嶺地内遭 ノ 携

ノ、五淵 J、東恒 ヶ以域淵 i呂 I也嘗

甚 ｛出 Jil 内 #l~ 主主 ノV 北 ヲ 炭 シ 一 シ司、
シ 像 ニ 訴i岸 J、 主ノ、指田鴻 ジ 百
ク ノ 臨 Jlj 或北要西 ミ／ 中 一．， ブ 飴司、
迂 支 、、目、

ーー .＞、 々 決 和 其 央 時 外 日

曲流多 向西 西国 田南部 日 業 ーー
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温来上 ノV ノV ノ R日 ヅ 存 ジ ス 表 一四 ス
司、

泉 ν 穂 ヤ ..；，、 ナ チ 溜 在 即 ノV ーー 在ノV

湧（二〕掘 保容ノV 湯泉 ジ チ ナ 噴 フ 水

出 穿 笛L ス 易 ，、 本湧親湯 ノV 出 ス ノ

ノ 井掘 ，、、 ナ ジ r毘 出 菅 本 ，、、 ス ジ 嬬

カ ノ ノ ;JJ フ 泉地 山 fm回l グ ノV 7 氏、

ヲ 鹿錦 フ ス ..；，、 ヨ ノ 泉 業 間 祐三

減 葉 メ ス ジ 4t ？ 東原地 ーー 出十

殺 別t 一 ト ブ 々 北農泉表地岩入

ス フ 時雄其 東 々 d，、 ..＞、 ーー 中 中 度
，、、 ν 多 エE 原 ヨ 東急北湧 .:::. ーー ヲ

グ ジ 量現 困 9. ーー 科 々 出溶 在 超
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サ JV ノ 其井器、関 Jレ 毛 力 少 モ ス L三）
ノV 附設 水 ヲ プ 係 モ ~· ’ ーー 占rn問且 ノ ノV 茨
’、 3lf. 備 ~；埋 一日 ア ノ 接劉泉 ナ ::r 坑
jJ J、 ーー ヲ 1支今ノV ナ ノ ジ ノ ジ ト 内
フ t且注 求 ジ後 ーー ヨ干

、
開多 上 然 ア ノ

サ 泉意 メ（ニ）ニ 非 ヲ 係 少 昇 レノV 水
ノV ーー セ 第狼 於 Jレ以 ヲ ノ ヲ ト ，、、

d，、

ナ者 サ 一 ？ プ
，、、

プ 有 影 誘 毛 キ多一
') 技 JV 紀 一．， 1品 ジ現 ス響致坑 .::£: ク

ノ ，、、 暦 t毘 泉 時 ト ナ ス ＊未 J、

関 jJ 中泉湧 ーー 忠、 ヨF JV ヲ タ 循

係 フ ーー ヲ 出 於 惟 ヲ 静排場環
ヲ ス 錐流量 7 ス 保水出 本水司、
有而盤 出 ノ J、 ，、、 ス 1墜ス t晶ニ

三屯 v ス セ 誠 温 ヨ号 〆＼ .::£: レ泉 ジ

JV ラ JI〆 シ j旦 泉 裂 カ 減 J、 ト プ

ヲ 湯 ヲ メ ヲ ノ 鰭 フ 退循寵偶

以 本避 ス 防 湧 ーー ス ジ環接々司、 、
プ ヨ ヶ（三）止 出沿而其水 ノ 裂

石 ク（四〉雑 セ 量 ピ シ 結 J、 関線

炭 白 高水 ン ノ プ ブ 果多係 一日
ノ 坂温用 ト 減 J、 湯 温 少 ヲ 泊

t呆 .::. 皮井 セ 退未本泉ノ 有 ヒ

掘 日 ヲ 戸川 J、 タ i/M. ノ 減 ス プ

J、 2ν ｛呆 山（ー〉 直鏑泉湧少 ト 地

大 一 ツ 沖遺 接 業 ノ 出 ヲ 思下

ーー 線~ 積~ ーー ヲ 上量来考水

顧 ーー ー 唐 セ 鋸経昇及 ジ ス ノ

慮 1昔話3 中 JV 業聾 一．， 1勇又 ，、． 噴
セ ，、、 ヨ主 ーー 信 一宇 ス最出多 =t- 出



縮長出城サ 三千 ヶ名メ 経及ノ 長

ジ野品ニノレ皆ノV ユ タ営其審野

板！際中 i賂 J、其 本過 リ 及生査牒

紙ノ 主之遺出邦 キ 三／生産ニ 主

首i出要ニ憾 1f11 有 ス ご正産品従催司、 司、
理 fit1 ナ 次 一同 ニ数排出 ニ第事一

ヲ物ノV キ jjlli ≫ヰノ ニ品開三 v 府司、
有 J、 毛愛へ フ 足第之ス十タ 十（

ス石ノ 全日 久 ス見三ニ JV 二二 9 牒七） 

『． 司、

Y 材ヲ牒出ジ鎖十件方類今聯長

輝 石 翠 ノ 品 ア山五 J、 f去石間合野

石炭クー J、聯日類ス成炭ノ共

三言及 v 貼長合立ノジ績及共進！際

山炭 J、ヲ野府鍛如アノ鎖準曾主

岩イと 最 牒 脇山 キ 其 四 i由曾 催
、 司、

ナ石 少最下 相ー酷類第ニ 一日 一
9 主え .::c ユ ｝II モ数エニ J、 J、庁手旬、
某 ニ ジ多於鍍出僅匝十第野十、、
採シ 東ク ク 山 品 ニ分間五回勝句、
取；テ 京総ノV 資ノ 百 ぇ類部技聯

容石 1奇数銭円ア四従土鍍 ~j]i 合
易 材 栴ノ業日 JV 十来有業審士

ナ J、 木六ノ本ナ 五ニ第ヲ査正地巳

JV 卒 瞬静j 一雨グ出比三第官

ト 石 ニヲ 班石場品ジ十ニト曾司、
J、占ヲ油合人共五十ジ審搬 叉

出鍛 出メ 窺舎府員菌類ニァ査

至卒 1'ft1 新、 フ赴牒入目鎖類鍛

使石 ナ潟 ヲ ノ ユ十 ヲ 業 鍍 産

I ト ジ説 得 ま11 於二改ノ 物物

五ムハ
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平 タ 月 溝 ノV 新原於盛容 ス質地

iii! ヲ ノ 闘 モ
‘、

潟料グ ナ 易 ，、、 良 ーー

ノ 銭交柑f 産県草 タ ノV ノV ナ タ 持 ア、
間 接前江 額 ノ ノV 主 ーー y 炭 ナ ノV

一 江後省 大石石要圭 ト イ七 フ ヲ

包；下二銭 ナ反政鎖 フ 及石サ以

斜流回措 フ J、及産 ナ低 1:J( ノV ア

セ沿銭江 －；：・h ス－、 級粘ノ JV 廉 J、 毛 産

ノv J芋措沿）而密土ー 毛 ナ 品位、額司、
山地江！羊 毛 且 並 タ 勝 JV 質低増

撤方沼地滑本ツニリ 来電優廉加

岸質図牒均燃
司、

鐙 J、 ;Jf有力等ナ ス

立一 ノ 調＃JT J、等料 望 ヲ ナ ノ・V JV 

セ 般地査 ll：本 一日 ヲ ト ナ不リ フ ヲ 一
9 一日 ヲ 省手ll ジ得 フ ノV 用サ以歪句、

上平踏石金義ニ ブ ノV ン事ス ノV ア ノV

流坦査 11：塘於版ニ I－~業ノV
、

毛 該 へ

沼ナジ嚇江 ケ 路 易 b セ タ ヲ 本地ク句、
J t~ fレ 昇託之0凡::J JV 康ク、 メ フ 得！路方石

地平該員向雲ク千ン ン JV ニ特炭

方地地 J、序母長葉ト長ヲ於ニ J、

二品方六企"tfil ノ知牒 L川域以ア製厚

J、 ジ ノ 月 庄 民 庁 主牒ノ品服ア J、続テ

平ア 地 £ 調要ノ 砥質 ノ 其原業大

地水質月査産雲石良石製料者 ナ

少国 ヲ 及 地母 J、好茨；邑 ヲ ノ フ

ナ 多角I 十 タ J、質 ーー ..＞、 業得使ス
ク ク ノV 月 9 良良 ジ本山 ノV 用且『、 句、
がJ而 ヲ 十 質女子ア 多I）未 ::r .;::. ヅ

流 毛 得 一 ナ ユ其：ュ タ、 ト 趨茨



入乃岩 ヨ 事11! 岩 ナ 英 i也江ノV 谷地 ト
、ー．

十歪｝吾 9 ニ 石 ジ去年賀 ヲ 低 一ー 地．略

皮北 ア 成？住友上方 J、 ナ キ ジ 域事目『．
ノ 東 , 

レ 也 岩流閃片 ス 持. 7 〆J降、 主p

tr・ 、 ーー プ JV 東 ヨ 地 総 麻 水江鵡行

科走炭 山 ~b 9 方岩；持 嶺西建 ジ
、． 旬、 司、 司、

ヲ 層地東成 ノ 火結 ア 1折江 ブ

ナ 北 ヲ ノ ーー 9 山 出 品 ？ 江 西 其、． 句、 司、

ス 一 介 麓 流 概 i也；岩片 RU 雨献南

モ 傾在 ーー 下 ジ ヲ類岩 チ 省江北司、

ノ 影｝ ジ堆 フ、 プ 構ナ 古 康境三 ーー
「 司、

ア ジ ス ~ii 中東成 9 生 f言界 f古来司、 司、

9 古 ヒ ジ 生 北 シ古暦 村ニ ーー 北、、 、 、． 句、

始生 ヲ 主暦 東 片生中 ノ ノ、 跨東

色暦 フ :=.. J、 ヨ 麻 ft 生 7j( 主 v ヨ

砂ノア厚衛 y 岩及｝音 ，），、 ーー ノV '} 

岩 如 L貝キ州西雲、業務、 自IS 椅所西

J、 ク ヲ 砂崩二南 母 以 色 陽色部南
、、

古溜埋岩江西片前：岩 湖砂間，西

生出掛唐山 ニ岩ノ 屠 ニ岩前 ーー
司、 句、

層甚 ス ヨ 焼走古岩第 入及 出走
、

ノ ジ l地 リ 地 '} 生暦四 ヲ 中 よ也 v 
、．

窪 カ 層成方銭 ft j 、 ま己 補生 ノ ノV

i也 フ J、 リ ニ措千本暦 外i代外二

-サ櫛上 ア江枚 i也井 府砂 1ll,1] 山

堆；ノV ジ ーー ク J、 岩城ニ ノ ：正日王J. ーー 脈
、

結 モ 7 1主 Jテ恰回； ノ 1t 71立 ヲ 位 ア

ス柱東 々 古毛 岩基 f品 ／、 9 セ ヲ
司、 、 司、

上々 北角生町向粘盤岩 銭成 JV 蓋
司、

流七束鐙！脅斜板 ヲ 石 据 v ~健 ミJ

五
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｜モ整江地北結 ヨ号 火一諾区北南泊

ノ 合省 ヲ 等色 毛 出般竪域 I前l ニ持

ナ 一慎 1也 J~ ノ 砂 ノ 岩 ユ 牒 一日 岩緩ノ句、
ヌ被方成諸岩 ナ 々 下ノ E客 石 斜 低
ン夜ノ 3‘ 省内 ジ脈流 l有出英 ス地司、 司、

セ 火然 ーー 火 若fi由々 ジ王症第 J、
、

JV 出 JV 分出 ク 方西結長四此

等 ヨ ーー 布 Jfi. ＿；，、 ーー － ー t自 J、 紀緒
ノ ？ 南 ジ ノ 其多岩片桐層色、
事飛清殊窪 集ク服岩底ノ、砂、
賞揚 ーー ニ金 塊抗若又附下岩

ユ 降 .＞、 四地 岩 ~H ク J、 淀流 ヨ

iil足下火 Jll ーー 及府 J、古 ノ i也 ヲ
司‘

JV セ i.11 省堆 凝富弧生南方成

ーー ジ 少 一－ー Z立 反防立代部 ノ '} 

其 毛 ナ ノ、 セ 岩脇ノ司、 ノ 山司1 ；テ
成 ノ ク 数 JV ア 諾丘岩服地東

生 ナ 結千 :-'€; 壁阜石 ヲ ヲ 4t 司、
.＞、 ノν 色尺 ノ 市牒 ヲ ヲ 構 構 東均、

カ 砂 ノ ナ :-'€; 紹ナ接成！戊 ヨ句、

生緒岩厚 ノv 一典 γ 鯛 ミJ ス ク

代 色 ヲ 層 F、 毛府ア鑓叉 西
ノ 岩 ナ ヲ ク 熔附蕗質諸 南司、
末層 -l! ナ 民 岩迂出 セ 壁 西

五九

葉 J、 JV シ ク 流等ス シ！時 ーー、
以 中火所斯 ト ニ火メ ノ 走司、
後生 山謂江 RP. ノ、 山閃南 '} 『．
一宇 府 友 蛸江 惟数岩織商 4t 
ア ヲ .＞、 色西

、‘
ス多類岩 ーー 叉

Jl＂不 1託金拙！ ，、、 ／ J、亦小 J、



北捗 ν 生 ス所 レ ーー ブ キ同 ト JR. タ )JiJJ¥' 

方 .:::. ト R JV ーー ノV 介 求 底 云岩ノV 産

又イ宇 モ 石 ア於中 在タ 思者 プ ..；，、 '-1': 物
J、 ヒ 約炭ノv 7 生 セ採附 ヨ主 ノ .＞、

北新四 毛 ノ 採唐 フ 掘近 :r息． ？ 石

々 ーー 五 亦 ー、、． 掘 －＂、 JV 一日 ーー 多 JV 茨
、 、

西炭尺守備 セ 一 江 i也古 ク モ ヲ一 、、
四唐 ナ プ チトiフ 枚 tlJ ブ 生 疑現主

十 ヲ ノV 採府 レ ノ JI環へ 暦 Ye 一日
‘、

五 酸 ，、、 掘西タ 炭 ノ キ ーー 岩見 .A 司、
1支見 三J セ 支 JV 唐南 =E: ’介 .＞、 ノV 此

以 ス ト フ 牒 モ ヲ ーー ノ 右： 石鎖外

上ノV 云 v ノ 現 介南 ヲ セ 材石鍋、
一由 ブ 数南 I埼在西接 フ ーー ノ 鍍司、 、．

ーー 至 蓋多 /,/ .＞、 ス 江見 JV 採 {iti 鋭司、
七 フ ジ ノ 西ー其西 セ 、 l民位宙・fii

‘・
入 ン本蕎 ヨ 相l延省ス 石 セ J、‘」F』' 司、 句、
十茨地坑 ヲ 所畏 ニ上競 フ 劣鉛

度 唐域 ア 北 ーー －＂、 漣流 J、 ノV 等鍛司、
ーー ノ ーー '} 々 1草約 9 t自 決 '('t 奮 ーー 等、
斜傾於炭東 ヲT 十北方質 陽 ジ ア

下斜 テ屠 ニ三五東 ーー 劣 牒 ブ '} 

.A J、夏 ノ ニ四里街 ア 等 ーー 記 プ、
決蹴 一－・ 厚四尺 ーー 州、iノV ーー 於 Jえ fl~ 

質 ジ 1也 ナ 虫 ノ 連府 石 叉 ブ ノV プ

－＇，、 ブ 質 明 ユ炭 ジ ノ 茨 J、 ;¥J; ーー 採

分念調 カ 亘暦香南 ..＞、 部 業足掘

析 .:::. 査 ナ v ヲ プ 方 中層 盛 フ セ

ノ 三／ ノ フ ノV 稼敷 ーー 生 ーー ナ Jえ フ
、

結 プ 進 うT 中行和l立層 ジ リ 石 v 

六
O



闘 戸 園 共場前石燃チM 態下県、
闘 l陥 ーー ニ者炭 ヨ ノ ユ J:I（ ユ

J、 i掘調！J 斯 於 ニ ヲ ヲ 市 於 分 ョ
抗 ノ －長F霊正 江ア 比産十 i易；テ 八 ν 

－ ー 質 省競 ミノ ス五ニ J、乃 J、

費抑j 本 地 ノ そ手 7 .JV 清搬該至百

前j ヲ年一形 炭 ヲ 大 J、里出地十分

ヲ了皮 田克＝疑乃ス方ニ中

結三エ地係エノV 使 フ 至 ノv ー ジ 揮

了併於 封能利へニニ部ア殻
ジセアーヰノt三 ジ J、ナカ十 J、 ノ 概 分

タ プ 中測 一 サ JV ラ i育 運 燃 ν 十

ノV 一 村量 日 ノv ヲ サ里賃料ア五
モ 芦 技 ごt: へ以 fν ノ 高 ユキI~ 乃
本闘手 英ク プ 事 i也償 供 結 至、
闘 。IM .＞、 注本或賢 ーー ーザ ス スニ、
1高 ノ 十 ti：歩II J、 ニ 石 失 ノV 運十句、
ユ未月 ヲ ノ 本 ジ炭 ジ ノ 披骸司、
.＞、 完十 怠 石 邦 ア ヲ 牧外 J、炭

佐 ノ 一 ノV 炭産若産支注甚七

賀地月 ，、、 業石 ジ スヰ日 ナタ十

圏 域 ーー カ 者炭果 ト 償 カ不乃

1腎 ヲ 日 フ .＞、 ジ :ZS: J、 ノV 使歪
ニ補 9 サ 江杭 プ フ サ 4・、、 ニ七司、
跨 説1］四 ノ レ 商 州 然 蓋 ノV ク ジ十、 、．
リ ジ十 ナ省上 フ ジ へ遠ア六崎、
所 タ 日 ワ ノ 持tJ、此 ジ ク現硫、、
言問 ヲ 間 炭等運地叉之今貰、．
唐卒 ーー 田 ノ 損控方関 ヲ ノ 一一
搾戸七 市 J、 ーー 渓杭般以



手 J、 関 分 校樺伶縮四油ー リ か之

除太縮 一手太 H 尺月 国 ノ 三 田

任国製 野之内 間二 ヨ 地縮月 ア

ノ 技闘 ~Wj ヲ淵遠高 )} 地尺 ーー 9 
“ 

松 手 前i 携炭江分八 J~ ーー 五之
‘、

山吉 －＇・、 ヲ 任田 園一月測於 ヲ ヲ

岡田太一調 ミ／

‘、
中相野＝ 量ア 九調

幅扇町 製六央 良稿至 寅十査

ノ i合技製ジ月部 ~iii 岡 Y J、抑l傑 Jえ

三任手 タ ヨ 訊lj 闘ヲ九堀ジ El JV 

幅ノ ヲ闘 ？？量ノ調十内之間エ

ナ金主 十 誤！！製傑技 ヲ 一事・
J、

リ i宰任 月 J、 亙a正 三／ 日 手 結 出 精

ト 岡 ト ユ製 :.::. タ ーー ヲ 了本組
f「

ス幅 ナ h；鎖従 9 第主 ジ龍ナ
司、 喝、 、

目寺 セ ヲ 所事又十任タ太ノV

下本 リ 四ノ ジ堀ニ ト ヲ 郎地、． '..J 

寺 技本 ヶ鴎 タ 内匝 ジ 技形句、

本手年 月 託 9 j支富近 手悶、
技携皮 間1ーー 手倉藤 ；足 ヲ

司．

手任ユ ーー ヨ J、 油大 藤要
..＞、 ノ 於 之 9 十回久 珪ス

一 日 ブ ヲ 飯 ニノ 保 ＿，・』、 JV 

戸不fl 製 結塚 月 地雨 該 ヲ
句‘ 句、

間佐闘 了 出 一 形 雇 地以

l陥岡 ノ ジ、本／｛＼ 
月 担tヲ 主主 ブ、

太 l陥 完 縮龍 ノ 量助 ヲ十
司、 h

問問 了 尺太 手ニλ乏‘’ ヲ 手 一 一一一
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